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四万十帯あらかると

～仏像構造線とその運動によるテクトニック

甲藤次郎(元所員現高知大学)･三井忍

(高知大学)

レンズについて～

はじめに

四万十川層灘の模式地は四国西南部の四万十川流域

であってその北限をかぎるのは仏像構造線である.

こくぞう

仏像というのは佐川～須崎間に位置する虚空蔵山

(675m)の南東側中腹にある小部落の名称である.

いわゆる西南日本の広大にして難解な四万十帯の地質

にちなむ幾つかの話題を表題のもとに順次紹介するこ

とにしたい.

第一報は仏像構造線によるテクトニックレンズに

ついてである.

これに先だちこれまで誰もが注員していたことであ

るカミいわゆる砂岩頁岩互層地域で観察される砂岩レン

ズの形成にっいてこれらの形成を榴曲に結びつけて統

一的見解を示したのは植村(1965)であって彼の先駆

者的業績の大であることをまずあげておきたい.

さてここに紹介する露頭は高知～宇和島間を結ぶ

国道197号線の高知県高岡郡東津野村の高野から約500m

北方の地点であって森林開発公団による49年度四国西

部山地大規模林道東津野･城川線第一工区工事によって

露出したのである.写真1に示すカッティングの最大

の法面の高さは約32mであって地層は下部白亜系の半

山層(四万十川層群)に属し写真のほぼ中央には厚

さ約25mの砂岩層が頁岩中に明瞭な方形状と放って露出

している(A地点).

また同写真の手前にはブｰディン(ソｰセｰジ)構

造の砂岩露頭カミみられる(B地点).前者と後者の距離

は約60伽でその間には小さい谷カミある.

前2者を含め後者の地点からさらに北につづく約85

m間(C地点)のルｰトマップを示したのが第3図で

ある.

なおこれらの露頭は仏像構造線から約700m南側に

倖置しておりそれらの関係を示したのが第2図である.

このような好露出もやがてはモノレタル吹付けの予定

であるときくのでここにそれらの記録を残すと共に

ある考察を加えておきたいと思う.なおこの林道工事

は第2図のように進められているので仏像構造線とか

らみ或程度の難工事が予想されるがこの構造線と今回

の調査地点との間の今後の地質観察の結果については

再び本誌で補足説明する機会もあろう.

さてメインノレｰトの調査のみから地質図を作成する

ような場合には露頭が悪いととかく連続する砂岩層と

して解釈しがちなわれわれの先入観念やあるいは明ら

かにレンズ状構造とわかるような場合でもその解釈に

対してこの拙文が何らかの参考になれば幸いである.

写真1四国西部山地大規模林道工事によって露出した東津野村高野における

テクトニックレンズ(下部白亜系の半山層)
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第1図位置図

1:東津野村高野

2:土佐市仏像

3:春野村荒倉

A-A:中央構造線

B-B:いわゆる“御荷鉾構造線"

C-C:仏像構造線

A-A以北は領家帯

A-A～B-B間は三波川帯

B-B～C-C間は秩父帯

C-C以南は四万十帯�
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第3図

路線地質図(ナンバｰは測

定個所)

(地層は半山層)

I仏像構造線について

仏像構造線についてはいろいろの見解があるが西

南目本外帯を地帯区分する際の第1級の構造線であるこ

とは疑いない.

仏像構造線は第1図に示すように東は徳島の橘港

1ヨ≡けつ

北側を通り酉は宇和島北方の法華津峠南斜面を通って

四国を縦断するが大局的には連続した著しい断層地形

牽とどめているので比較的若い地質時代に活動のあっ

たことを教えている.

はらみ

高知市付近では仏像構造線は浦戸湾にのぞむ孕付近

を通るがその西方約10kmの日本セメント吉良ケ峯工

場にはその好露出がある(写真2･3).

]I露頭の考察

既述のように本地点を含む四万十帯の北縁部をしめ

て露出する半山層は主として厚い砂岩及び砂岩勝ち頁

写真6B地点の砂岩のテクトニック

レンズ(いわゆるブｰディン構造)�
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策1表調査ルｰトの断層溝の走向･傾斜(ナンバｰは測定個所第3図参照)
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岩互層からなり本地域では北傾斜の同科逆転構造を呈

.している.

さて写真4に示す巨大な砂岩のテクトニックレンズ

(Tectonic1ens)及び写真6に示すような小規模では

あるが見事なブｰディン(Boudin)構造の砂岩の形成が

何れも断層運動と関係しているのは写真からも明らかで

あろう.

このほかこのルｰトぞいには大小様々の砂岩のレンズ

状構造が数多くみられその形成にいずれも断層運動が

関係しているのが観察される.

テクトニックレンズには周囲の岩層の走向に直角

な断面の示す形状カミ長方形ないし長楕円形またはビア樽

形の系列のもの(伸張性レンズ)と断面が菱形ないし

厚肉凸レンズ状の系列(圧縮性レンズ)のものとが知ら

れている(植村1971).植村は双方のテクトニック

レンズの起源を榴曲の翼部と軸部における応力条件の

違いに帰して巧みに説明しているカミ彼の形態による区

分をあてはめてみると今回の調査ルｰトにおける砂岩

レンズはその大部分カミ“圧縮レンズ"であるといえる.

しかしながらこれらのテクトニックレンズは主

要な断層に伴う無数の小断層で断片化(ブｰディン化)

しさらに個々のブｰディンはそれに伴う多少の転移

･回転をうけているものもあるのでその性質の判別で

きない場合もあるのはいうまでもない.

いわゆるテクトニックレンズと呼ばれる形成に関す

る運動としては1)スランピング(S1u㎜ping)2)榴

曲運動(植村1965･1971)および3)断層運動(甲

藤･三井･小出1974:宮田1975)などが考えられる.

■

9弓

､一:～o3-507010-f3%

第4図調査ルｰトに露出する断層面のπダイアグラム

測定数:82個等密度線:1-2-3-5-7-10-13%
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第5図調査ノレｰトに露出する断層群の走向頻度図�
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今回の調査ルｰトにおける砂岩レンズの形成機構として

は1)2)では説明困難であり3)カミ最も適当と考えら

れる.

すたわちこの様な砂岩レンズは四万十帯の白亜系

におけるこれまでの筆者らの観察によれば仏像構造線

に沿った幅せまい地域だけに限られておりある一定の

層準に限って分布するわけではないのでスランピング

によるものとは考えられない.またもしこの砂岩レン

ズが榴曲運動にともなって形成されだとするなら(植村

1971)これらの砂岩レンズの大部分は“圧縮性レンズ"

であって“伸張性レンズ"と共存しないことからこ

れらの砂岩レンズは福山の軸部に限られることになる.

ところがこれらの砂岩レンズが存在する地層はフ

ィｰルドデｰタからすれば榴曲の軸部ではなくむ

しろ翼部に相当する.

従って以上のことから今回の調査ルｰトにみられる

砂岩レンズは榴曲運動にとも怒って形成されたとは考

えられず断層運動に関連して形成されたと考えるのカミ

最も妥当であろう.

砂岩レンズの形成に小断層群が関係していることはす

でに述べたが第4図はこれらの82個所の小断層群をス

テレオ投影(下半球投影)し等密度線を求めたもので

ある(第3図及び第1表参照).これよりN56}の

走向で72.Nに傾斜しているものが最も優勢であり

これにつぐのはN72.Wの走向で54“に傾斜している

ものである.微弱柱あらわれ方であるがN-S系の

小断層群も存在する.

一方第5図は小断層灘の走向頻度図を示したもので

ある.この図からN50｡～70.Eの方向が極めて優勢で

これについてN60.W～E-Wの方向が卓越している

ことが認められまたN-S系のものが極めて少ない

ことがわかる.

仏像構造線の一般走向はN70㌻～E-Wで40㌧

70｡の北傾斜を示す逆断層であるが第4･5図から得

られた卓越した小断層群の走向･傾斜はこの仏像構造

線の走向傾斜と密接汝関係にあるので今回の調査ルｰ

トにおいて観察された砂岩の“圧縮性1■ンズ"は主と

して仏像構造線と関連する断裂運動にもとづいて形成さ

れたものと考える.

皿おわりに

一般にテクトニックレンズの形成に関しては福曲

運動にともなって形成されるというのが有力な説となっ

ており(CL00s1947:植村1965･1971)断裂運動

に関連して形成されるという見解はほとんどとられてい

ない.しかし恋がら甲藤･三井･小出(1974)は

室戸半島北東部の四万十帯古第三系の調査を行なった際

那佐断層に沿った奈半利川層上部層の砂岩泥岩互層中に

多くの“圧縮レンズ"カミ発達しておりフィｰルドデ

ｰタ及び岩石物性デｰタの両面から考察してこれらは

断裂運動にとも放って形成されたテクトニヅクレンズ

であることを記載したカミまた最近では宮岡(1975)

によって近畿地方の中央構造線にともなう断裂運動によ

る砂岩のブｰディン構造が和泉層灘から報告されている.

これまでブｰディン構造(テクトニヅクレンズ)

については特殊校線構造として変成岩の櫓曲運動に伴

恋って形成された例が多く報告されているが既述のよ

うにそれらが断裂運動に起因する場合もあることをこ

こに述べた.

ブｰディンの形成機構を論議する場合にはブｰディ

ンの観察される地域の地質構造とブｰディンの幾何学

的関係カミ重要であるので筆者らの見解の発展を期する

ためにはさらにこうした方面の調査を継続していかな

けれぱたるまいと考えている.
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